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アメリカ合衆国の各都市を訪ねて（ I ) 
現代アートを中心に美術館研修報告一一
伴 百合野
I はじめに
かねてより，ニューヨーク（以下， NYと略する）という巨大な都市を未だ見ていないと
いう落ち着かない気分を引きずりながら，いつかアメ リカの美術館研修を実現させたいと望ん
でいたところ，「北海道女子短期大学研修規程Jに基つ‘く，研修の機会を与えられた。日程は，
昭和62年 3月21日から4月6日までの17日間である。
この研修旅行では，美術書に掲載されている作品は勿論の事，未紹介の多くの作品に実際に
接して鑑賞する事が主な目的である。しかし，膨大な数の作品群を限られた日数で鑑る為には，
的を絞らざるを得なく，今回は近～現代 特にアメリカの都市と現代アートとの関わりについ
て考察し，理解を深めたいと考えた。 本文では，足早に鑑賞した内容を後に文献を参考にし，
報告レポー卜にまとめた。以下は，実際に訪問した美術館であるが， 紙面の関係上印象に残っ
た所を中心に，NY編を第1回目に，東 ・中・西部の各都市をまとめて第2回目に報告を行う。
また，報告の順序は，訪問及び鑑賞した順で進めたいと思う。
ここでは， 質量共に全米の代表格である NYでの研修概要を述べ， 作品鑑賞を通して現代
美術のイ ズムを垣間見たい。
I 研修地及び美術館
・ニューヨーク（ New York) 
①NY近代美術館（ Museum of Mord巴rnArt = MONA ) 
①メトロポリタン美術館（ Metroporitan Museum ) 
・アメリカ自然史博物館（ American Museum of Natural History ) 
①グッゲンハイム美術館（ Guggenheim Museum ) 
・ホイットニ一美術館（ Whitney Museum) 
①ソーホ一地区ギャラリー（ South of Houston - Galery ) 
圃ワシントン（Washington, D. C.) 
（＠印報告箇所）
①ハッシュホーン美術館／彫刻庭園（ Hirshhorn Museum and Sculpture Garden ) 
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・コーコランギャラリー（ The Cocoran Gallery of Art ) 
①ナショナルギャラリー（ National Galery of Art ) 
－航空宇宙博物館（ National Air and Space Museum) 
・ボストン（ Boston)
・ボストン美術館（ Mus巴umof Fine Art Boston ) 
．フォグ美術館（ Fogg Art Museum) 
・シカゴ（ Chicago)
①シカゴ現代美術館（ Museum of Contemporaty Art ) 
①シカゴ美術館（ The Art Institute of Chicago ) 
・ロサンゼルス（ Los Angeles ) 
①ロサンゼルス現代美術館（ The Museum of Contemporary Art= MOCA) 
．ロサンゼルス・カウンティ美術館（ Los Angeles County Museum of Art ) 
①テンポラリー ・コンテンポラ リ （ー The Temporary Contemporary ) 
・サンフランシスコ（ San Fransisco ) 
・サンフランシスコ近代美術館（ San Fransisco Museum of Mordern Art ) 
m 世界の中心都市一一NYにて一一
ジョン.F.ケネディ空港から，黒人の運転するイエローキャフ、に乗ってマンハッタン島
を目指したのは，末だ日没前だった。高級車から廃車寸前の車の洪水に混じって，いつしか田
園風景を抜けるともう夕暮が迫って，辺りは薄紫色のグラデーションに変っている。その光線
に包まれた廃虚のような倉庫群も，単純に汚いと言い捨てられない哀愁を感じる。ベンシャー
ンの『縄とびをする少女jと重ね合わせてみる。やがて，暗さを増した遠景に，NYの灯が
チラチラと垣間見えてくる。ホッとして，イーストリバーを横切る橋のライトの導線に見取れ
ていると，突如一一舞台の幕が号｜き上げられたように一一光を内包した長方体の集積が物凄い
重さで眼に飛び込んで来た。今までに経験した事の無い “迫力”なのだ。このパワーこそ，“世
界をリードし，現代美術を産み出した”という事に合点がいった。このショックは，美術館を
回って裏打ちされる事になる。
的搬の構図から，除々に視線が低くなって垂直線の構図へ，そして「魔天楼」という言葉を
連想させる位置に落着いた時，マンハッタン島の昼，タ，夜の顔を見た思いで，やっと一幕が
降りたような気がした。
1. NY近代美術館（ MOMA)
西も東も解らないまま運ばれてきた NYの中心部も，舷しい朝の光線の中で自分自身の脚
で歩きはじめると，セントラルパークを中心に，ス トーリー卜とアベニューの整然と区画された
解りやすい地理である。中心部5番街に位置する Mus巴umof Mordern Art ＝略して MOMA
に迷う事なく着く事が出来た。 10年の歳月をかけて大改築し， 1984年春に完成充実させたとい
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うこの美術館は，正にアメリカ的で魅力的であった。20世紀美術のコレクションは世界ーで，
フランスのポンピドーセンターの比ではないと言う。丁度， P・ クレーの特別展が開催され
ていたが，そこは長蛇の列を作っているので， 2 Fの常設展から見る事にする。
ここは，絵画・彫刻のコレクションで，傾向別に，また近一現代へと展示が移って行く。最
初は印象派の部屋で，C・ モネ (1840～1926）の 『睡蓮jが，薄暗い落着いた照明の中で，
一際雰囲気を醸し出している。E ・マネ（1832～1883),A ・ルノワール（1841～1919),E 
－ドガ (1834-1917）など，中学校の教科書で見覚えた作品に出会う。 外光派とも呼ばれるこ
の表現は，光を重視し，色彩の階調によって自然の様々な美しさを謡歌していて，やさ しい気
分に侵れる。後期印象派のP ・セザンヌ（1839～1906）の作品には，「自然を円筒，球， 円錐
として扱う。」と言ったように，形態を意識した理知的な構成があり，この画家の思潮の偉大
さを改めて感じた。水彩画紙の肌ざわりと，筆のタッチや凄みを真近に見る事が出来，その透
① 
明感の美しさに感動する。キュピズムの部屋では，代表格の P・ ピカソ（1881～1973）のす
ぐそれと解る青の時代の『ギターj，造形的な『アヴィ ニョンの娘たちJ，『眠る農民j，抽象形
態の 『アンティベリの釣りjなど，多数の作品が並べられていた。しかし，その中には，見間
＠ 
違える程， G ・ブラック （1882～1963）にそっく りのパピエコレの作品が，当のブラ ックの
作品と隣合っていたり，また，ブラックはセザンヌに似ていたりして天才と言えども相互に影
響し合って巨匠になったのだと感じ入った。いづれにしろ，印象派のような軽妙な色彩やタッ
チから離れていって，造形を追求していった方向がうかがわれた。次の表現主義の部屋では，
V ・ゴッホ（1853-1890）の『星月夜Jなど，暗議で個性の強いタ ッチが印象深い。
その他に，現代美術の先駆者達の作品が多数あった。筆者が学生時代に，“人物が空を飛ん
でいる構図”を知り，大変影響を受けた M ・シャガール（1887～1985）は，いつ見てもうら
やま しい限りの幻想性に溢れていた。決して上手とは言えない描き方であるが，思想とタッチ
がかみ合っている点で納得がいった。逆にプリントで見慣れていた G ・デ ・キリコ （1888～
1978）や E ・ルソー (1844-1910）は，実物で見るとタッチの慌さが自についてガッカ リし
てしまった…と言うのが本音である。生温かい無風に近い草群の中に， じっと見つめる動物達
の視線を集めたルソーの 『夢jは，ダリのように完壁な技法を使ってほしかった。強烈な印象
を受け，是非見たいと思っていた 『眼れるジフシ－jは，貸出中なのか展示されていなかった
のが残念であった。その他， 冷たいエロティシズムを漂わせている P ・デルヴォー （1897-), 
①キュビズム （Cubism）立体派。 1907-14年にかけてフランスで起こった美術運動。 キュー ブとは
立体の事で，この運動の名称を与えたのは詩人のアボリネー ルである。同時性の原理に基づいて，
対象をあらゆる角度から認識して同一画面を描こうとする，主知的で、造形的な空間把握は，その
後の現代美術に大きな影響を与えた。代表作家にはピカソ，ブラック，レジェなどがあげられる。
②パピエコレ （Pa pier co lie ）ピカソおよびブラックによって1912年に創案された結合の技法。多
彩な壁紙の断片を用いて，抽象的な貼り絵を構成する （コラージュの最初の基本的形式）。
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超現実主義のY ・タンギー (1900～1955）の記号的な形態や卓抜した技法……それぞれが個
性的で興味深かった。
さて， MOMAで忘れられない作品である H ・マティス（1869-1954）の 『ダンスjがこ
のフロアーでは最大の部屋に展示されていた。どんな大きな作品でも， 印刷物では限界があっ
て，画面の大きさはなかなか伝わって来ない。初対面のマティスの実物は，5人の裸女が手を
つなぎ，輪になって踊っているという構図で，画面いっぱいにダンスをく り広げている。その
単純化されたフォルム，のびやかさ，都会的な洗練された色彩一一それらが，いかにもフラン
ス的で心地良い。後
に，切絵シリーズも
数多く見る事が出来
たが，マティ スの魅
力は年と共に増し，
東洋人には真似の出
来ない味である。学
生の頃には稚拙だと
感じていた線や色だ
が，昼下りの光線の
中で，ゆっくり とそ
の昧わいを楽しむゆ
とりが出てきたのか
も知れない。
写真1 マティス fダンス』（MOMA)
ヨーロッパ中心の近代美術を階下にして，3 Fはアメ リカ美術の集収を充実させている。
ヨーロッパの植民地美術であった没個性的なアーリィ・アメ リカンもあるが，見どころはやは
＠ 
り，“ポロ ック以後”の作品群にある。強烈に迫つくるそれらのポップ，ミニマル，コンセプチユ
③ポップアート （Pop Art ）現代の消費文化の諸特徴を造形言語の中へ融合する美術活動。そのた
めに広告の美的な魔力を，その心理的にアビールするけばけばしい色彩形態と共に最大限利用す
る。そのねらいは，偏見のない感受性で現代の環境の視覚的な刺激を即物的な明断さによって表
現することにある。
④ミニアル・アート （Minimal Art ）今日の美術傾向のひとつ。 最低限単純なパタ ンを無表情に
反復するといったように，空間を固定化する数少い因子に構成要素を還元するのが特徴。その結
果，空間は，光と緑の構造の単純な比例関係として，典型的に視覚化される。
⑤コンセフ．チュアル・アート （Conceptual Art ）意識批判的 ・社会変革的な行動を，科学との類縁
において，事実の経過へのジェスト的な暗示によって，一連のイメージの結合で表現しようとす
る各種各様の芸術が理念活動をいう。
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写真2 ボロック 『ONE』（MOMA)
＠ 
アル……アー トがアメ リカに来たという実感を強く与えてくれる。はじめて NYに脚を踏み
入れた時に感じたあの“迫力”なのだ。その源流であるJ.ホ。ロ ック (1912～1956）は，1948
年頃まで西欧絵画の洗礼を受けていたが突知， それまでの絵画様式である “描く”という概念
を否定した。アメリカという文化の未開地において，加速度的に飛び込んで来る情報や日常の
事実は，西欧流の論理では表現し得なかったのである。 イーゼル，パレット，筆を排除し，流
＠ 
動的な塗料や砂などをナイ フや棒を使ってドリッビングさせる一一 アクションペインティング
の最初の雫を滴り落したという点に於て，彼は偉大
なのだと考える。 油の乗り切った40代半ばに，自動
車事故で勿然と消えた短い生涯の中で，彼はどれ位
の作品を残 したのであろうか？ 1950年制作の
『ONEjという横長の大画面 （2.7m×5. 3m）を
見ると， 息がつまるようなダイレク 卜な行為が目に
浮ぶようだ。常に－ingであり，画面いっぱいに行
為の軌跡で覆い尽くす “オールオーバー”のスタイ
ルである。シャッターを押された現在形は，どこか
雑踏の中の不安げな空気が漂っているようである。
この頃，亡きポロックの跡を継いで，アクション
ペインティングの第 1入者と目されるW・ デ －
クー ニング (1904～）の作品も見る事が出来た。22
写真3 デ・クーニング 『女IJ (MOMA) 
⑥アクション・ペインテインク （Action painting ）アメリカの批評家ハロルド ・ローゼンパーグに
よって， J.ボロ yクのジェス ト的な絵画技法に与えられた名称。意識的操作を排除した遊戯的，
動的な彩色行為の素早い遂行によって想像力の自発的な創造衝動を表現する。
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歳までヨーロッパの絵画教養を身につけた彼が，アメリ カへ密航し，矛盾と葛藤の世界に身を
置いた時点から，アメ リカの画家デ ・クーニングの誕生があったと言われる。多くの油絵具を
買う事が出来なかった極貧の時代から生れた 「白と黒」のシリーズが，アメ リカ前衛絵画の一
時代を築いたとは皮肉な事だ。 1950年から 2年聞を費し，描いては消し，遂に枠からはがして
打捨てた“女”を再びカンヴァスに張り直して完成させた代表作 『女uは骸骨のような顔と，
似つかわしくない豊満な胸で立ちはだかっている。その見開いた眼球は，ヨーロッパの見棄て
てきた激動する現実を凝視しているかのようである。
アト リエに散らばったデ・クーニングのデッサンを作品の中に封じ込め，『消されちまった
デ・クーニングjとして彼を乗り越えたのが，ポップ・アーテイス卜の旗手R・ ラウシェン
ノてーグ (1925～）である。当時28歳の若い画家が，前時代の巨匠を消しゴムであっさりと消し
てしまったこの軽業は，これ以後の芸術の通念を書き変える意味を持つ。人間もコカ ・コーラ
のピンも同列に眺める視点 冷めた現代のアメリカの眼を感じる。彼の作品については， ロサ
ンゼルスの美術館で，まとまった空間の中で鑑
賞する事が出来たので後述したい。
⑦ 
抽象表現主義とポップ・アートの転敵の位置
を占めるもう l人の作家は J.ジョーンズ
(1930ー ）である。彼の星条旗は余りにも有名
カン
だが，その他に標的，地図，ビール維など親密
で日常的なオブジェを展覧会という場所に置く
事により，在来の主題と同等の価置を持たせた
のである。
さて，最近急逝してしまったA・ウォーホー
写真4 ジョーンズ 『旗』（MOMA)
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ル（1930-1987），漫画の 1コマを拡大したよ 写真5 リキテンシュタインのエスキ スー（MOMA)
うな R ・リキテンシュタイン（1923～）と続
くが，ここでは他の美術館で見られなかった企
画展を紹介しておこう。それは，3 F出口近
くに，“NewExihibition - The Drawings of 
Roy Lichtenstein”というタイト jレで，かな
りのスペースが提供されていた。内容は，作品
に至るまでのエスキースで，ケン ト紙に鉛筆や
マジックインクなどで線が描かれており， よく
⑦抽象表現主義 （Abstract Expressionism ）一般には， ポロック，デ・クーニング，ロスコら1950
年代のアメ リカの抽象絵画を指し，〈ニュー ヨー カ 〉ー 誌の批評ロパート・ コー ツが使ったのが
最初。 アンフォルメルなどヨー ロッパの（熱い抽象〉を含めていう場合もある。
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見ると，形態に応じてカッ卜された紙が組み合わされている。色数は多く はなく，赤・黄・青・
黒など強い色調で描かれている。その為に，点や面の聞に出来る白い空聞が軽快にうつる。エ
スキースと完成作との違いを見比べるのも面白いものである。全く同一に描かれた部分と，修
正された部分とがあって，作家の迷いが読み取れる。全米の美術館に彼の作品が無い所は無かっ
た。このエキスースから産み出される作品は，情報文明の機構の中で歩調を合わせているかの
ようである。日本の作家の多く は，1点づっ作品を完成させていくが，この国では 7-8点を
同時に制作すると聞く。しかも巨大なカンヴァスで／このパワーはどこから来るのであろうか。
館内の展示を一通り見終って，1 Fのク リアーなドアを押すと，ビルの谷間にすっぽりと
広がった空間が，彫刻を集めである中庭である。爽やかな外気の中で，ちゃっかりと彫刻作品
の上に腰を据えて読書している白人がいたりして，力の入っていた肩が和む。 スチールの乱反
射する柱はD ・スミス（1906～1965），横たわる流動形の人体はH ・ム アー (1898～1986),
石彫は C ・ブランクーシー (1876-1957)，見慣れたタッチの人体はA ・ロダン（1840～1917)
とA ・マイ ヨール（1861～1944），そして，オベリスクがピラミッドの頂点で交っている黒い
巨大な作品は B・ ニューマン （1905～1970）……と見て行くうちに，黒い山羊が自につく。
山羊は，ラウシェンパーグのモチーフだと思いネームフ レー トを見ると，ピカソだったので，
改めて見直したりした。
彫刻ガーデンを囲んでいるガラス越しに，カフェテリアが見える。こうしたセルフサービス
のレス トランは，ほとんどの美術館に併設されており，酷使した眼と身体を休ませたのであっ
た。
写真6 ニュー マン fこわれたオペリスク』
(MOMA中庭）
写真7 ピカソ 『山羊』（MOMA中庭）
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2.メトロポリタン美術館
セントラル ・パークの東端の 5番街，80～84ストリ ー卜に跨るこの巨大な美術館は，1866年，
パリの晩餐会に於けるJ.ジェイのテープルスピーチに端を発したそうである。それから百年
足らずのうちに，募金と寄贈によって，世界の一級美術館の5本の指に数えられるまでに拡大
充実させたのは，いかにもアメリカ的なフロンティア精神の所産と言えよう。 収蔵作品は3百
万を越え，先史時代から現代に至る 5千年間の全世界の文明が凝縮されている。到底，1日で
見終える事は不可能なので，関心のある部門にスポッ トを当て鑑賞した。
自ずと最初に足を向けたのは，訪れて虜になってしまったエジフ ト美術部門である。乾いた
空気の下，広がる砂漠を背景に築かれた巨大な神殿に，直かに手を触れる事が出来た 3年前の
感動を想い起こ しながら見たのがまづかったのか，建物の中で見ると，圧巻であるとうたわれ
ている神殿も，凹凸の陰影が美しいレリー フも色槌せて見えてしまった。それでも，つい，こ
の場所に長時間を費してしまった。
続いて，ギリシャ ・ローマ美術のセクションで，黒絵の壷や彫像を鑑賞。それに隣接してい
るのが20世紀美術で，キュビズム，シュールリアリズム，アブストラク卜， 抽象表現主義と多
数の作品が並んでいる。
その中で，ここでは特に F
・パルチェス (1905－）を取
り上げて報告したい。彼の名
は近年，フランスのポンピ
ドーセンターや京都で大回顧
展が聞かれてて注目され， 是
非本物を見たいと切望してい
たのであった。 1937年制作の
『山jは2.45m×3. 53mの横
長の大画面である。 岩肌をむ
き出した山岳地帯に光が強く
当たり，逆光になっている手
写真8 パルチュス 『山J（メトロポリタン美術館）
前の部分に3人の人物が無関係とも言える姿態で配置されている構図である。左角に立膝をつ
いてパイ プをく わえている登山服の男性，右にはステッキを小脇に抱えて眠り込んでいる少女。
そしてその中間に，ハンドパックを肩にワンピース姿で両手を頭上で組んで男性と向き合う女
性。遠景には3人の人物が見える。どの人物も，少し脚を聞いた彼独特のポーズである。劇的
な1コマを連想させる心理空間は，不思議な魅力を感じる。前述のMOMAで見たパリを舞
台に描かれた『街路』も， 後述するハッシュホーン美術館の数点も， 全て視線が出会っていな
い。その事は一層，張りつめた疎外感や不安な予感を増長させている。G ・クールベ (1819
～ 1877）を通過し，外部との交渉を遮断して，現代人の不安を見据えて堅実に筆致を重ねた画
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家の姿を，そこに見る事が出来る。 真近で見るカンヴァスは，計算され尽くした構図と，何層
にも積み重なった色彩の和音が在り， 筆者を満足させてくれたのであった。
さて 2Fは，ヨーロッパの14世紀から後期印象派までの名作が，迷路のような部屋にびっ
しりと並べられている。眼差しゃ，指の描き方でS・ボッティチェリー（1444～1510）とす
ぐ解る作品を見つけ，しばらく什む。そして， S・ ラファユロ（1483～1520）の聖母子像，
楽器が登場する V ・ティッツアーノ（1477-1576），光の画家R・ レンプラン卜（1606-1669)
など，有名な作品が展示されている。さらに，スペインの『卜レ ド風景Jを描いた E・グレ
コ（1541～1613), V ・ベラスケス (1599-1660),F ・ゴヤ（1746-1828）の『バルコニー
のマハたちjなど，枚挙に暇がない程の数である。各々に独得の画風があり，画集を見るよう
な感じで鑑賞した。
ここで特筆したい事の Iつに，リーダーズ ・ダイジェスト社の基金をもとに， 20世紀美術展
ワインク
示棟がオープンされたばかりであった事を挙げ、たい。千人を収容出来るという大レストランよ
りさらに奥まった部分に，1 F, 2 Fその聞に自然光を採入れ2Fから見降せるようになっ
ている中 2Fで成り， 22の展示室がある。間近に完成予定の彫刻庭園を合わせると，
MOMAの2/3近くに相当するそうである。プラド美術館，大英博物館， ルーブル美術館…
…と各々コ レクションに特徴 ウイング
写真9新しくオー フ．ンした20世紀美術展示棟（メトロポリタン美術館）
カfあるのだカヘ ここメ トロポ
リタン美術館に新鮮な一味が . / 
加わった感じである。
西陽が差込み，窓枠の影が，
作品や床に菱形や矩形の模様
を映す彫刻室では，くつろい
だ気分で鑑賞する事が出来
た。モノトーンの作品がほと
んどで，その中での1番の圧
巻は， L .ニー ヴ、エルス ン
(1900ー ）の黒い長方体で
〆
あった。彼女の作品は，ほとんどがレリーフ状に廃品をコラージュしたものであるが，この作
品は小さな家1軒程の大きさで，作品の中に入る事が出来る。今まで見た彼女の作品としては
最大級のスケールである。4歳でアメ リカに移住し，声楽や演劇にとあらゆる分野に関心を持っ
て精力的に産み出された作品は，男性的でさえある。文明の廃棄物（机の脚や柱 ・標的……）
の断片を箱詰めにして黒（あるいは金や白）の塗料で洗礼を施し，その箱を積上げて儀式の祭
壇のような壁を造り上げている。日常の小道具が彼女の手によって， 美的に変容されたのであ
る。 NYという都市から押し出された作家が， ここにも存在しているのだ。 同じフロアーに，
スミスの大きな作品が西陽を反射して輝いていた。彼の作品は，ほとんどの大きな都市の美術
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館で，あるいは野外のモニュメ ントとして見る事が出来た。スチールの太い角柱を幾何学的に
構成し，短いタッチで磨きあげ、た作品は，ダイナミ ックな空想を投げかけてくれる。
3.グッゲンハイム美術館
NYでの最終日は，セントラルパークの緑と対面しているソロモン ・R・グッゲンハイ ム
美術館にて鑑賞する。青空の下，白い巨大なカタツムリを逆さにした様な外観は，さながら現
代彫刻を眺めているようである。 F・R・ ライトの設計で，1959年に完成したこの建物は，
多くの美術館の中でも，とりわけ個性的であった。外観をカメラに収めて中に入ると，予想外
に小じんまりしていてび、っくりしたが，エレベーターで最上階の5Fまで昇り， そこから煤
旋状のスロープで知らす知らずのうちに 1Fまで鑑賞出来るようになっていて，再びび、っく
りする。傾斜角 30という勾配は，ゆっくり歩いている分には些程気にならなかったが，仁丹
を床に置いて実験した結果，かなりのスピードで下まで、転って行ったし，くしやみの音がひど
く響き渡ったので，“鑑賞には不向きな建築”と言われているのも鎖けた。
さて，その鑑賞内容であるが，最上階からリキテンシュタイン，F・ ステラ (1936～）な
どの平面の聞に立体が点在している。 イサム・ ノグチ (1904－） の木彫，ブランクシーなどの
落ち着いた色調の中で，ピカソのガラスのケンタウロスは，その青い透明感としっかりした造
形がとりわけ美しいと思った。しかし，W・ カンディンスキー （1866～1944),P ・クレー （1879
-1940）をはじめ， 重要な収蔵作品の富かさに比べ展示面積が少ない為，企画展が入ると，世
界一級のコレクシ ョンはほとんど倉庫入りで，目に触れる事が出来なかった事は，何度も足を
運ぶ事の出来ない者にとっては，非常に残念な事であった。
そういうマイナス面に反比例して，今会期の特別展は，フソレュッセル生れのP・ アレシン
スキー（1927～）という，はじめてお目にかかる作家の展覧会で大変新鮮にうつったし，興味
深く鑑賞出来たのは収穫であった。技法は，厚手カンヴァスに半透明の紙を貼り付け， その上
に透明感のあるリキテックスでドローイングしている。 カンヴァスに直接描くよりも，筆のす
写真10 グッゲンハイム美術館外観
一一ー・圃園圃－
－圃酬園田園田ー一
G UGGENHE I 川
写真1 グッゲンハイム美術館内部
， ， 
写真12 アレシンスキー
（グッゲンハイム美術館）
ベりも滑めらかで発色も良く，ピンク・マダー
やインディゴブルー，クロームイエローが軽や
かな調子を響かせている。最終のコーナーには，
チェンパロを型取った立体に，それらのドロー
イングが及んで， 一層リズミカjレな余韻を残し
ている。多くの大画面も区切りのない壁面での
図1
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グッゲンハイム美術館増築プラン
OUTLINE OF PRIOR DESIGN 
NEW DESIGN i白－，
I L1圃.r一－－－L.,
I＝－一口 i 
びやかに見渡せたし，個人展の会場としては，まとまった空間だと思う。
しかしながら，展示室の一部を削いて増築プランが詳しく説明されていたが，もし， このカ
タツムリに長方体のタワーが追加される事になれば，この建物のユニークさは半減されるよう
な気がした。現在， このプランに対する反対運動が，デザイナーやアーテイス ト達の間で熱を
帯びてきているそうである。この美術館に足を踏み入れなければ，無関心で、通り過ぎてしまっ
たであろうこの運動の行方が，急、に気になり出してきてしまった。次に訪れる時は決着がつい
て，整然と展示された世界の一級品を鑑賞出来る事であろうが…
4 ソーホー (SOHO）地区ギャラリー
棒のようになった脚にムチ打ち，ただ気力だけでSouthof Houston ( NYのつま先部分）
を再訪した。と言うのは，前日の月曜日，MOMAの帰りに立寄ったのだが，ほとんどのギャ
ラリーが休館の為，まさにゴーストタウンのようであった。本当のアー テイス卜達は退散して
いるとは言え，NYの現在形を見たい一心で， 夕方の物騒なこの地区に脚を踏み入れたので
ある。前日の予備知識が効を奏して，短時間で効率良く主なギャラリーを回わる事が出来た。
ウエストブロードウェイのスプリングストリートとプリンスストリー卜の聞を中心、に，ギャラ
リーガイド片手に手当り次第のぞいてみた。
まづ最初に入ったギャラリーは，韓国人 （名前を記録して来なかったのがミスであったが）
の個展で，韓国オリンピックのポスターを制作する事になっている有望な作家であると言う。
油絵具で描かれた作品と，リキテックスで描かれたものとがあり，光択にその違いが現れてい
たし，画材の違いが絵の雰囲気にもつながっていた。 作品の特徴は，赤や紫といった東洋の色
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写真13 韓国作家個展より 写真14 リキテンシュタイ ンの最新作
（ソー ホ一地区ギャラリー ） （レオカステリー ギャラリーにて）。、。。
調にもあったが，人物を取り巻く一種ユーモラスとも言える形態のユニークさにある。 一度見
たら忘れられない強烈な印象を受け，近い将来，お目にかかれるであろうポスターが楽しみで
ある。
少し行くと，お目当てのレオカステリーギャラリーはすぐ見っかり，そこで予想もしていな
かったリキテンシュタインの最新作を見る事が出来たのは，ラッキーであった。あまりにも有
名な作家の個展を真近にし，すっかり疲れも忘れて見入った。元倉庫の広い壁面と，フロー リ
ングが作り出す空間で見る絵は，大きな美術館でスポッ トライトを浴びた作品よりも， ソフト
で大人びて見えた。彼の言語とも言うべき，印刷の網目のような点や，ス トライプは描かれて
いるが，ピラミッドのような三角形が新鮮で，画面をシャープにしている。色彩も以前の赤な
どの原色は後退し，銀や黒，レモンイエローと言ったクールな組み合わせである。最初の彼の
デビューは，このレオカステリー であったから，このギャラリー こそ，リキテンシュタインの
産みの親であり，育ての親でもある。否，その他にジョーンズ，ステラなど多くのアメリ カ現
代美術の巨匠を送り出しているので
ある。
同じ建物の 1Fは，立体のグルー
プ展で， ガラスの破片を床面にサー
クル状に置いた作品や，デュシャ ン
を思い起こさせる便器を，シンメト
リー に壁に掛けた作品などコンセプ
チュアルな企画展で，これも興味深
く見た。
写真15 ソ ホー一地区ギャラリーより
ふと眼を転じると，ギ、ヤラリーの裏窓から見える
風景は，ごみ箱をひっくり返したような光景である。
ポップアーテイスト達は，その俗悪の現実を逆手に
取って発言しはじめたのだった。今までのヨーロッ
パ中心の美意識を根底からゆるがす“迫力” の震源
地は，まさしくここ SOHOなのだった。いづれまた，
ここから現代美術の流れを変えるアーテイストが出
て来るのであろう。ナンシーホフマン，メアリーブー
ン，……とうらやましい限 りの空間が，こ の
SOHOにはひしめいていて，現代美術の胎動を肌
で感じる事が出来た一角であった。
5. 5番街にて
SOHOを歩いて来たグという興奮した意識は，
夜の5番街にも爽快な夕涼みといった気軽な気分で
脚を運ばせた。エンバイヤーステー卜ビルの近隣に
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写真16 ソー ホ一風景
あるお寿司屋さんで“アボガドの裏巻き”なるものでNYを離れる最後の夕食を済ませ，ホ
テルまでの数kmの散歩である。 すぐにDONTWALKに変わる信号のタイミ ングも覚え，心
地良い夜風に身を任せ歩を進めて行くと，公立の図書館らしいスポットライトを浴びて浮き
立っている大きな建物の前に出た。そして，そこで待ち受けてくれたのが，足元の「路上絵」
であった。いつか新聞の日曜美術館の欄で，
無名の画家の卵が描いた「路上絵」として
紹介してあったのを思い出し， 偶然の対面
に心踊る思いで、写真の画面に収ってしまっ
た。正面入口よりやや右よりのアスフアル
ト上に，それは描かれていた。 100号位の
大きさで，グレコを思い出させるような婦
人の肖イ象である。画材はリキテックスなの
か，おとなしいタッチで彩色され，一晩で
描き上げた（新聞での知識） とは思えない
程，完成度が高く，図書館の前にふさわし
い。みごとな演出に， 美術の巾の広さを感
じさせてくれたl点であった。
写真17 路上に描かれた絵 （NY五番街にて）
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U ま と め
『NYというリンゴは， 1週間や10日かじっても味はわからない。 1年は住んでみなく て
は／』と言われる。 それはどこの土地にでも言える事かも知れない。しかし，その国の文化を
理解するには，たとえ1週間たりとも，そこで呼吸し，食事をし， 言語を耳にする。 その事で，
本を何十冊読むよりも強烈な印象が身体に浸透してくれるのだ。
イメージしていたNYは，思ったより落着いて見え，また会いたく なるような魔力を漂せ
ていた。 西欧や東洋にはない味わいのエネルギーの発散が在った。発散の方向が，Dragであっ
たり，犯罪であったり，スポーツであったり，あるいはアー トであったりするのだ。 言い換え
れば，ヨーロ ッパへのコンフレックスを逆手に取って，我道を行ったのである。 NYで呼吸
して思った事は，そういう事であった。荒廃した社会状況であるからこそ，芸術の果たす役割
をこの国は心得ているらしい。納税の方法を美術品の寄贈という形で受け入れているのは，財
力は勿論のこと，精神の豊かさを示している。
この先，この国での美術館研修は，東から西へと続く訳であるが，NYのボリュームは，
他の都市の数倍も兼ね備えていて， 正に世界の中心都市の顔を見せてく れた。 後半は各々個性
ある都市を紹介しながら，作品に接していきたい。
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